
  

横
手
de
地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
・
横
手
市
特
産
品
推
奨
コ
ン
ク
ー
ル

広
げ
よ
う
、
地
産
地
消
の
輪
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市
で
は
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
市
民
み
ん
な
で
広
め
、
横
手

を
も
っ
と
元
気
に
し
よ
う
と
『
食

と
農
』
チ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
Ｙ
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
月
24

日
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
で
『
２
０
１
３
横
手
de

地

産
地
消
フ
ェ
ス
タ
』
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
、
チ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
Ｙ
活

動
で
優
秀
な
取
り
組
み
を
行
っ
た

個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
で
は
、
雄
物
川
北
小

学
校
４
年
生
の
皆
さ
ん
が
雄
物
川

地
域
特
産
の
ス
イ
カ
の
応
援
団
と

し
て
１
年
間
学
ん
だ
こ
と
を
寸
劇

や
ク
イ
ズ
な
ど
で
紹
介
。
見
事
な

発
表
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
長
さ

約
15

㍍
の
太
巻
き
作
り
に
も
挑
戦

し
、
今
年
の
干
支
に
ち
な
み
、
２

匹
の
大
蛇
に
作
り
上
げ
ま
し
た
。

太
巻
き
を
作
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
と
い
う
金
沢
小
学
校
４
年
の
本

間
太
一
く
ん
は
「
巻
く
と
き
に
息

を
あ
わ
せ
る
の
が
難
し
か
っ
た
が
、

上
手
に
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
23
日
に
は
『
横
手
ら
し
い
』

特
産
品
を
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、
第
１
回
横
手
市
特
産
品

推
奨
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
平
成
19

年

度
か
ら
24

年
度
に
横
手
市
特
産
品

開
発
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し

て
生
ま
れ
た
農
産
加
工
品
の
う
ち
、

応
募
が
あ
っ
た
39
点
が
審
査
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
員
は
、
県
内
外
の

バ
イ
ヤ
ー
や
食
に
か
か
わ
る
方
々

７
人
と
、
増
田
高
校
、
横
手
清
陵

学
院
高
校
の
生
徒
６
人
が
務
め
、

横
手
市
応
援
賞
な
ど
４
つ
の
賞
を

選
考
し
ま
し
た
。
入
賞
者
の
皆
さ

ん
は
、
24

日
の
地
産
地
消
フ
ェ
ス

タ
内
で
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
副
賞

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
表
彰
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。

【平成24年度チーム・プラスＹ優良取り組み表彰】
【優良賞】碓井紀子、秋田大学横手分校・秋田大学地
　　　　 域創生課、鳳中学校、雄物川北小学校、福   
　　　　 地小学校、金沢小学校
【特別賞】藤田ミキ子、よねや本部

【第1回横手市特産品推奨コンクール入賞商品】
【横手市応援賞】大吟醸酒まんじゅう
　　　　　　　　　　　　　　（石川菓子店・平鹿）
【北都銀行賞】幻の和牛 短角牛　エコの森 笑子豚
　　　　　　 もつ煮　　　　　　 （㈱菅与・平鹿）
【よねや特別賞】山菜茶巾（㈱鈴木青果問屋・横手）
【さわやか応援賞】とまと味噌 （髙橋みき子・横手）

１１２２

３３４４５５

出荷を待つラナンキュラス（雄物川地区）出荷を待つラナンキュラス（雄物川地区）
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北都銀行・秋田銀行と災害協力に関する協定を締結 

店舗を一時避難所や携帯電話充電場所に

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
昨
年

の
暴
風
被
害
な
ど
の
災
害
時
に
は
、

大
規
模
な
停
電
や
断
水
、
燃
料
不
足
、

生
活
物
資
の
確
保
が
困
難
と
な
り
市

民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
市
で
は
災
害
時
の
教
訓
を
生

か
し
、
石
油
燃
料
や
飲
料
水
の
供
給

に
関
す
る
協
定
を
は
じ
め
、
停
電
時

の
復
旧
に
関
す
る
協
議
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
２
月
23

日
、
北
都

銀
行
と
秋
田
銀
行
の
そ
れ
ぞ
れ
と
、

災
害
協
力
に
関
す
る
協
定
が
市
役
所

南
庁
舎
で
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
締
結
式
で
北
都
銀
行
の
斉
藤
永
吉

取
締
役
頭
取
は
「
市
民
生
活
の
サ
ポ

ー
ト
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
は
、
地
元
金
融
機
関
と
し
て
意
義

が
あ
る
。
営
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
秋
田
銀
行
の

藤
原
清
悦
取
締
役
頭
取
は
「
地
域
と

共
に
あ
る
銀
行
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
市
と
連

携
を
密
に
し
て
積
極
的
に
お
手
伝
い

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
五
十
嵐
市
長
は
「
東
日
本
大
震
災

で
、
市
民
生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

が
い
か
に
脆
弱
だ
っ
た
か
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
今
回
、
地
域
に
多
く
の
店

舗
を
持
つ
銀
行
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と

は
何
よ
り
も
市
民
の
安
全
安
心
に
つ

な
が
る
。
災
害
対
策
資
金
の
対
応
を

含
め
、
私
ど
も
の
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
は
、
両
銀
行
と
人
事

交
流
に
よ
る
連
携
を
進
め
る
中
、
災

害
協
力
に
関
す
る
協
議
も
行
わ
れ
、

災
害
発
生
時
に
市
内
の
店
舗
を
一
時

避
難
所
と
し
て
開
放
す
る
ほ
か
、
物

資
の
集
積
場
所
、
自
家
発
電
装
置
を

兼
ね
備
え
た
店
舗
で
は
携
帯
電
話
の

充
電
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協定書を手にする秋田銀行・藤原頭取と五十嵐市長

協定を結んだ北都銀行・斉藤頭取と五十嵐市長

ぜ
い
じ
ゃ
く

元気なふるさと秋田づくり顕彰事業表彰 

よりよい地域をつくるために

　
２
月
13

日
、
平
成
24

年
度
秋
田
県

平
鹿
地
域
振
興
局
『
元
気
な
ふ
る
さ

と
秋
田
づ
く
り
』
顕
彰
事
業
表
彰
式

が
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
内
の
４
団
体
１

個
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
よ
り
よ
い
地
域
を
作
る

た
め
、
地
域
固
有
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
つ
い
て
、
主
体
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
を
『
元
気
な
ふ

る
さ
と
秋
田
づ
く
り
』
の
実
践
者
と

し
て
表
彰
し
、
地
域
づ
く
り
活
動
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
、

防
犯
や
交
通
事
故
防
止
活
動
、
環
境

美
化
活
動
、
地
域
間
交
流
促
進
を
図

る
活
動
な
ど
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
表

彰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
動
物
病
院
福

祉
協
会
秋
田
チ
ー
ム
（
村
岡
登
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
▽
山
内
唄
お
う
踊
ろ
う
会
（
土
場

勇
太
郎
会
長
）
＝
公
演
活
動
▽
横
手

の
子
育
て
応
援
誌
『
お
も
ち
ゃ
ば
こ
』

（
高
橋
幸
子
代
表
）
＝
子
育
て
支
援

活
動
▽
秋
田
県
立
増
田
高
等
学
校
農

業
科
学
科
（
小
西
弘
高
校
長
）
＝
地

域
交
流
活
動
▽
佐
々
木
悦
子
さ
ん
＝

花
壇
整
備
等
環
境
美
化
活
動

平成24年度国保事業功労者表彰式 

医療費適正化の努力認められる

表彰状を手にする五十嵐市長（右）と佐藤国保
年金課長（左）

　
２
月
26

日
、
平
成
24

年
度
国
保
事

業
功
労
者
表
彰
式
が
秋
田
県
市
町
村

会
館
で
行
わ
れ
、
市
が
国
保
事
業
優

良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
内
で
国
民
健
康
保
険

事
業
運
営
が
良
好
で
あ
り
、
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
団
体
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
今
回
の
表
彰
は
、
国
民
健

康
保
険
税
収
納
率
の
向
上
と
医
療
費

の
適
正
化
に
向
け
た
努
力
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
に
、
50

歳
・
60

歳
で
の
脳

ド
ッ
ク
や
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
健
診
に
つ
い

て
は
広
報
や
受
診
勧
奨
に
よ
り
、
受

診
率
が
県
平
均
の
３
４
・
１
％
を
大

き
く
上
回
る
４
１
・
３
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
策
に
よ
り
、

医
療
費
・
調
剤
費
と
も
に
、
全
県
平

均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成24年度地域づくり協議会委員全体研修会

〝共助の取り組み〟が地域を支える

研修会では、各地域づくり協議会の

会長が今年度の活動内容を報告

共助を報告する佐藤

保呂羽地区自治会長

　
２
月
23

日
、
浅
舞
公
民
館
で
平
成

24

年
度
横
手
市
地
域
づ
く
り
協
議
会

委
員
全
体
研
修
会
が
行
わ
れ
、
委
員

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
五
十
嵐
市
長
が
「
地
域

づ
く
り
協
議
会
も
２
期
目
に
入
っ
た

が
、
８
つ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
一
律
に
解
決
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
。
引
き
続
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
仕
組
み

作
り
を
協
議
会
の
皆
さ
ん
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
続
い
て
『
地
域
を
元
気
に
す
る
た

め
に
』
と
題
し
て
国
際
教
養
大
学
の

勝
又
美
智
雄
教
授
が
講
演
。
秋
田
県

民
に
は
、
心
の
豊
か
さ
が
根
底
に
あ

る
と
分
析
し
、
「
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
学
力
日
本
一
の
教
育
、
元
気

な
お
年
寄
り
に
代
表
さ
れ
る
健
康
、

豊
か
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
国
際

的
視
点
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
述
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
地
域
の
活
性
化
は

経
済
成
長
を
念
頭
に
置
か
ず
、
住
民

が
快
適
に
生
活
で
き
る
環
境
を
実
現

す
る
こ
と
が
魅
力
の
再
発
見
に
つ
な

が
り
、
結
果
と
し
て
地
域
経
済
が
活

性
化
す
る
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
地
域
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
会
長
が
、
平
成
24

年
度
の
事

業
内
容
を
報
告
し
た
ほ
か
、
共
助
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
保
呂
羽
地

区
自
治
会
の
佐
藤
克
男
会
長
が
「
仲

間
と
協
力
し
て
高
齢
者
家
庭
な
ど
の

雪
寄
せ
や
雪
下
ろ
し
を
し
て
い
る
。

作
業
後
、
喜
ん
で
も
ら
う
と
、
や
り

が
い
に
つ
な
が
る
。
今
後
も
地
域
に

恩
返
し
を
す
る
気
持
ち
で
続
け
て
い

き
た
い
」
と
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
勝
又
教
授
は
、
参
加
者
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
「
地
域
づ
く
り
活
動

に
は
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

で
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

も
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
欠
か
せ
な
い
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
地
域
の
地
域
づ
く
り
協

議
会
で
は
、
行
政
と
市
民
の
パ
イ
プ

役
を
務
め
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化

の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

 

横手市地域支えあいネットワーク市民集会 

支えあいの『環』を広げよう

三枝氏と対談する市民後見人養成

研修を修了した二人の受講生

安部白道氏の講演の

様子

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
考

え
る
『
横
手
市
地
域
支
え
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
市
民
集
会
』
が
２
月
23

日
、

浅
舞
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
ら

約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
家
庭
裁
判
所
が
選

任
・
監
督
し
、
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
を
支
援
す
る
『
市
民
後
見
人
』

の
役
割
を
市
民
後
見
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
構
築
委
員
会
の
三
枝
誠
一
副
委

員
長
が
解
説
。
身
近
な
住
民
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
市
民
後
見
人
の
誕
生
ま
で

の
経
緯
を
説
明
し
、
地
域
に
密
着
し

た
制
度
の
重
要
性
に
触
れ
ま
し
た
。

　
次
に
市
主
催
の
市
民
後
見
人
養
成

研
修
を
修
了
し
た
二
人
が
三
枝
氏
と

意
見
を
交
換
。
二
人
は
「
研
修
の
受

講
が
、
地
域
の
支
え
あ
い
を
考
え
る

良
い
機
会
に
な
っ
た
。
市
民
後
見
人

は
、
財
産
管
理
な
ど
の
代
理
権
を
持

ち
、
責
任
は
重
い
が
、
寄
り
添
い
な

が
ら
支
援
す
る
姿
が
理
想
」
と
話
し
、

三
枝
氏
は
「
市
民
後
見
人
は
利
用
者

と
の
関
係
を
う
ま
く
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ご

こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
福
島
セ
ン
タ
ー
の
安

部
白
道
氏
が
『
「
支
え
る
人
を
支
え

る
」
し
く
み
を
考
え
る
』
と
題
し
て

福
島
県
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
反
面
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
の
間
を
取
り

持
つ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
不

足
し
、
支
援
者
と
被
災
者
の
気
持
ち

の
相
違
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
支

援
の
難
し
さ
を
振
り
返
り
、
「
今
後

は
、
住
民
個
々
の
能
力
を
引
き
出
し

持
続
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必

要
に
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
安
部
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
秋
田
さ
き
が
け
会
の
鈴
木
孝

一
会
長
を
は
じ
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
森
の
家
の
沢
村

剛
生
活
相
談
員
、
大
雄
藤
巻
財
産
管

理
会
の
須
藤
茂
美
委
員
長
、
市
介
護

予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
高
橋
恵
子
氏
が

地
域
の
催
し
な
ど
を
通
じ
た
身
近
な

活
動
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
今
回
の
集
会
で
一
人

ひ
と
り
が
支
え
あ
い
な
が
ら
、
地
域

で
の
結
び
つ
き
を
一
層
深
め
て
い
く

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

国際教養大学の勝又

教授
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

在宅介護

　
市
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
方
の
悩
み
に
対
応
す
る
た
め
、

『
在
宅
介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の
丘
お
お

も
り
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
介
護
福

祉
士
な
ど
）
が
ご
家
庭
に
伺
い
、

在
宅
で
の
介
護
の
相
談
に
応
じ
指

導
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
車
い
す
へ
の
移
乗
が
う
ま
く
で

　き
な
い

＊
オ
ム
ツ
の
替
え
方
や
、
シ
ー
ツ

　交
換
、
着
替
え
の
こ
つ
が
つ
か

　め
な
い

＊
体
位
交
換
が
う
ま
く
で
き
な
い

◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

　
と
は
異
な
り
ま
す
。

◎
相
談
、
指
導
は
無
料
で
す
。

【
問
合
せ
】

　
市
健
康
福
祉
部
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー

　
東
部
セ
ン
タ
ー
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
６
０

　
西
部
セ
ン
タ
ー
（
大
森
町
高
齢

　
者
等
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
３
５
　

　
南
部
セ
ン
タ
ー
（
十
文
字
庁
舎

　
内
）
　
３
５
‐
２
１
７
７

在
宅
介
護
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

ＨＰページ番号／000013657ＨＰページ番号／000012279 議　会

　
横
手
市
議
会
で
は
、
3
月
定
例

会
の
審
議
状
況
や
結
果
、
議
会
改

革
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
議
会
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
議
員
が
わ
か
り
や

す
く
お
話
を
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ど
の
会
場
も
同
じ
内
容
で
行
い

　
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
に
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

  

市
議
会
事
務
局
（
横
手
庁
舎
内
） 

　
　
３
２
‐
２
５
３
５
　

第
２
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

 

地域

増　田

平　鹿

雄物川

十文字

横　手

大　雄

大　森

山　内

会  場

増田地区多目的研修センター

浅舞公民館

雄物川コミュニティセンター

十文字地域局

Ｙぷらざ

大雄地域局

大森コミュニティセンター

岩瀬ふれあい館

日  時

３/30（土） 

10:00～
         

          
14:00～

３/31（日）

10:00～
         

　　　　　
14:00～

         

◆寄付された方々
　（平成24年12月１日～平成25年２月28日）

※お名前や住所、金額の公表を希望しない場合は、公表しません

ＨＰページ番号／000005797 寄　付

 

　
今
年
度
の
『
ふ
る
さ
と
納
税
』
寄

付
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
も

ご
親
族
の
方
な
ど
に
、
横
手
市
を

応
援
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
声
が

け
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

  

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付

し
て
い
た
だ
く
と
、
額
に
応
じ
て

所
得
税
や
現
在
お
住
ま
い
の
自
治

体
の
住
民
税
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
地
域
局
窓
口
に
備

え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
こ
れ
ま
で
の
寄
付
件
数
と
寄
付

　金
額

＊
受
付
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１

　
日
〜
平
成
25
年
２
月
28
日

＊
申
込
件
数
／
94
件

＊
金
額
／
４
５
９
万
１
，
２
０
０
円

【
問
合
せ
】

　
市
総
務
企
画
部
市
長
公
室
（
南

　
庁
舎
内
）

　
　
３
５
‐
２
１
８
９
　

ふ
る
さ
と
へ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

『
ふ
る
さ
と
納
税
』
寄
付
金
の
申
込
状
況

氏 名 （住所）

後藤 佐智子さん(埼玉県三郷市）

佐藤 守さん（神奈川県相模原市）

中島　晃さん（京都府京都市）

下總　進さん ※

匿名希望の方１人

寄付金額

10,000円   

20,000円

※

※

※

農　業ＨＰページ番号／000001959

　
市
で
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
定
め
て
い
て
、
農
振
農
用
地

区
域
で
の
農
地
転
用
や
土
地
開
発

行
為
を
行
う
場
合
、
当
該
地
を
農

振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
除
外
す
る
た
め
に
は
、
市
の
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

（
申
出
）を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

小
規
模
な
農
業
用
施
設
に
つ
い
て

も
、
軽
微
な
変
更
（
用
途
変
更
）

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
申
請
地
に
よ
っ
て
は
、
除
外
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　
各
地
域
局
産
業
建
設
課

◆
申
出
期
限

　
４
月
19
日(

金)

※
申
出
期
限
は
農
振
変
更
の
進
捗

　
状
況
で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
農
業
用
施
設
の
場
合
は

　
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
変
更
日

　
平
成
25
年
９
月
下
旬
（
予
定
）

【
問
合
せ
】

　
市
産
業
経
済
部
農
業
政
策
課(

県

　
平
鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　
３
２
‐
２
１
１
２
、
ま
た
は

　
各
地
域
局
産
業
建
設
課

※
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
転
用
や

　開
発
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、

　法
令
に
よ
り
厳
し
い
罰
則
が
課

　せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　だ
さ
い
。

 

平
成
25
年
度
上
半
期
農
振
変
更
（
除
外
）
を
受
け
付
け
ま
す

２

　国保年金課からのお知らせ

国民健康保険、国民年金の手続きについて

　国保年金課からのお知らせ

国民健康保険、国民年金の手続きについて

■健康保険の手続きはお早めに！
　　　　　　　　　　     ＨＰページ番号000001279

  入・進学や就職・転出などで健康保険が変更になる

場合は手続きが必要です。変更（異動）日から14日以

内に国保年金課（横手庁舎）または各地域局国保担当

窓口で手続きしてください。

　社会保険等に加入した方へ

　社会保険等に加入後も横手市の国民健康保険証を使

用した場合、市が病院等へ支払った医療費（医療費総

額の７～９割）を返納していただくことがあります。

社会保険等に加入したときは、国民健康保険の喪失手

続きをし、健康保険証を返還してください。

※健康保険の加入は、届出が遅れた場合でも異動のあ

　った日までさかのぼります。退職等で職場の健康保

　険をやめる場合は、任意継続保険の制度があります

　ので退職前にご確認ください。

■高齢者受給者証をお持ちの70～74歳の方へ
　医療機関での窓口負担が平成25年度も軽減   
　されます 　　　　　  ＨＰページ番号000001279

　『国民健康保険高齢受給者証』をお持ちの70～74歳

の方は、今年度、２割に引き上げられる予定だった医

療機関での窓口負担が１割に据え置かれています。こ

の軽減措置が来年度も継続（平成26年３月31日まで）

されることになり、対象となる方は４月１日以降も１

割負担です。

　ただし、所得が一定以上ある方は３割負担となりま

す。現在お持ちの高齢受給者証の一部負担割合欄が『２

割（平成25年３月31日まで１割）』と記載されている方

には、市から３月下旬に新しい高齢受給者証を送付し

ます。４月以降に医療機関等を受診される際は、保険

証と新しい高齢受給者証を窓口に提示してください。

　なお、負担割合については、前年所得に基づき毎年

８月１日に見直しされます。

 届出が必要なとき

国保から社保に加入

社保から国保に加入

国保の方が他の市町村
へ転出

国保の学生の方が修学
のため転出

届出に必要なもの

国保と社保の保険証または
証明書、印鑑

社保の資格喪失証明書等、
印鑑

国保の保険証、印鑑

国保の保険証、在学証明書、
印鑑

【問合せ・申請先】市市民生活部国保年金課　35-2186

　　　　　　　　各地域局市民福祉課

【年金の問合せ】大曲年金事務所　0187-63-2295

■ひとり親家庭児童の福祉医療費助成制度
ＨＰページ番号000001304

　次に該当する方は、医療費の助成を受けられる場合

がありますのでご相談ください。なお、この制度には

県が定める所得制限があります。

＊ひとり親家庭になった時は、親および扶養義務者の

　所得が高く福祉医療に該当しなかったが、現在所得

　が減った方。

＊４月から中学校に入学するひとり親家庭の児童が、

　現在小学生福祉医療の対象になっている（受給者証

　の有効期間が３月31日になっている場合）。

　また、ひとり親家庭の父または母も医療費の助成が

受けられる場合がありますので、ご相談ください。

■会社を退職したときの年金の手続き
                         ＨＰページ番号000001277

　厚生年金や共済年金に加入していた方で、60歳未満

で退職（失業）した方、または退職した方に扶養され

ていた配偶者で60歳未満の方は、国民年金への加入手

続きが必要です。

◆届出方法

　年金手帳、印鑑、退職した日付の分かる書類（社会

保険喪失証明書等）、保険料の口座振替をご希望の場合

は預金通帳と預金通帳届出印を持参し、地域局年金担

当窓口へお越しください。

　退職時の特例免除制度

　保険料の納付が困難な場合、申請により保険料を免

除する制度があります。退職（失業）した方は前年度

所得を除いて審査する特例が受けられ、免除が受けや

すくなります。配偶者、世帯主が退職した場合も対象

となります。

◆申請方法

　年金手帳、印鑑、退職した方の雇用保険受給資格者

証か離職票を持参して申請してください。

■転入・転出に関する休日臨時窓口の開設 

ＨＰページ番号000013453

　市役所横手庁舎（かまくら館となり）１階窓口で、３

月23日（土）、30日（土）、４月６日（土）の午前８時30分

から午後５時15分まで、休日臨時窓口を開設します。

　住民異動届や印鑑登録の受付、住民票の写しなどの

諸証明の交付、住基カードの申請・交付、国民年金の

手続き、国保の資格手続き、福祉医療費・後期高齢者

医療費の手続きなどができます。ただし、休業してい

る関係機関への問い合わせが生じた際は、当日の手続

きができなくなる場合がありますので、あらかじめご

了承ください。詳しい内容は、３月１日号の市報（９

ページ）かホームページで確認してください。



Topics

 

市報よこて 06No.179  2013(       25　).3.15市報よこて07 2013(       25　).3.15  No179 平成　 年平成　 年

 

　２月27日、南庁舎講堂で、みやぎ女性復興支援ネット

ワーク『みやぎジョネット』代表の草野祐子さんが、男

女共同参画の視点から『被災地での支援活動から見えて

きたもの』と題し、講演しました。

　草野さんは、地域で言葉の受け止め方に違いがあるこ

とや、男尊女卑の考え方が根強い地域では女性が自分の

意見を言えずにいることなどを述べ『地域性』を考慮し

た支援の大切さを伝えるとともに「被災地に足を運び、

被災者と細く長くつながってほしい」と呼びかけました。

■被災地支援・防災・減災を考える（横手）

「人を大切にする心は私たちが潜在的にもっている力」と話す草野さん

人は人を元気づける

（横手）  日赤秋田県支部が車など寄贈

　２月20日、日本赤十字社秋田県支部から市に、軽自
動車と炊き出し用炊飯器が寄贈されました。南庁舎前
で渡部敬二・同支部事務局長が五十嵐市長にレプリカ
キーを手渡し、市長は「有効に使わせていただきたい。
支援に感謝します」と述べました。今回寄贈された車
両は横手地域に、炊飯器は３地域に配置されます。

■第５回横手市民スキー大会（増田）

悪天候に負けず見事な滑り

　２月24日、横手市民スキー大会が天下森スキー場で開

催され、幼児から一般の部までの21部門に170人が参加し

ました。吹雪のなか行われた競技では、選手が上位入賞

を目指して素晴らしい滑りを見せ、小学校６年男子の部

で優勝した佐藤淳くんは「練習不足でしたが、優勝でき

てうれしいです」と話してくれました。

　競技のほか、つきたて餅の振る舞いや、豪華景品が当

たる宝探しのアトラクションも行われ、参加者は寒さを

忘れ冬のひと時を楽しんでいました。つきたて餅の振る舞い（右上）と表彰式（右下）

小学校６年女子の部で優勝した
沢田麻未さん（山内小）

■雑穀による食と農からの地域づくり講演会（平鹿）

平鹿特産の〝雑穀〟に注目

　２月24日、浅舞公民館で『雑穀による食と農からの地

域づくり講演会』が行われ約130人が参加しました。横

手市観光協会の小棚木征一マネージャーが、同協会で販

売しているぶどうジュースの販路開拓の経緯を説明した

ほか、パネルディスカッションでは、平鹿雑穀研究会の

会員ら６人で雑穀の消費拡大について話し合いました。

　最後に参加者は、雑穀麺や雑穀米寿司などを試食し、

「麺は、歯ごたえものど越しも良かった。雑穀のいろい

ろな食感が楽しめ、おいしかった」と話していました。 雑穀の新たなおいしさが感じられた試食の様子

　２月28日、たいゆう保育園で毎年恒例の『卒園記念
お茶会』が同園の茶室で行われ、年長児22人が参加し
ました。園児たちは、正座やおじぎなどの礼儀作法を
学んだ後、緊張した面持ちでお菓子と抹茶を味わいま
した。お茶会を終え、笑顔を見せた園児たちからは、
もうすぐ小学生という自覚の芽生えがみられました。

卒園を前に貴重な体験 （大雄）

市政情報便市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　32-2402　問合せ 教育総務課 　32-2402●

ＨＰページ番号000010165ＨＰページ番号000010165

■２月定例教育委員会の審議内容（２月18日）

◎横手市立学校設置条例の一部改正

　　 小学校統合事業に伴うもの

◎公の施設の指定管理者の指定

　　 社会体育施設の指定管理

◎平成25年度教育方針           ほか２件を承認

２月

よこて安全・安心メールに
ご登録ください

                   ＨＰページ番号000001724

よこて安全・安心メールに
ご登録ください

                   ＨＰページ番号000001724

　この冬の大雪と灯油価格の高騰による家計への負

担を軽減するため、下記の対象世帯に5,000円分の

灯油券１枚を３月下旬までに郵送します。

◆対象世帯

　平成25年２月１日現在、市に住民登録し、次のい

　ずれかに該当する世帯。福祉施設等に入所してい

　る場合を除く。

　①75歳以上の高齢者のみの世帯

　②障がい者・児世帯

　＊身体障害者手帳１・２級をお持ちの方がいる世帯

　＊療育手帳Ａをお持ちの方がいる世帯

　＊精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方がい   

    る世帯

　③ひとり親世帯（母子・父子台帳に登録され、平

　　成25年３月31日現在で18歳以下の子どもがいる

　　世帯）   

  ④生活保護世帯

◆利用条件

　・市が指定する灯油販売業者で利用できます

　・灯油券の使用期限は、４月30日（火）です

◆問合せ

　市健康福祉部社会福祉課（横手庁舎内）  35-2132

　または各地域局市民福祉課

　横手市あったか灯油助成事業

灯油券を交付します
                ＨＰページ番号000013662

　横手市あったか灯油助成事業

灯油券を交付します
                ＨＰページ番号000013662

秋田県知事選挙が行われます
私の一票 あなたの一票 秋田を支える この一票

秋田県知事選挙が行われます
私の一票 あなたの一票 秋田を支える この一票

ＨＰページ番号／000013691ＨＰページ番号／000013691

 投票日　４月７日（日）
◆当日投票時間  午前７時～午後７時

　※一部午後６時までの投票所があります。

◆期日前投票

　投票日当日に都合が悪く投票に行く

　ことができない場合は、期日前投票

　により投票することができます。

【投票期間】３月22日（金）から４月６   

            日（土）までの16日間

【投票時間】午前８時30分から午後８時まで

【投 票 所】横手・増田・平鹿・雄物川・山内・大雄    

　          の各地域局庁舎、大森就業改善センター、          

　　　　　　十文字Ｂ＆Ｇ海洋センター

◆問合せ

　市選挙管理委員会事務局（南庁舎内）  35-2161

　市では、『よこて安全・安心メール』の配信を行

っています。東日本大震災や昨年４月の暴風被害の

際に、交通事情や停電、給水などの緊急情報をメー

ル配信しました。

　非常時に市民の皆さんが情報取得できる有効な手

段ですので、ぜひご利用ください。配信を希望され

る場合は、登録が必要です。

◆情報配信

　通常の配信は、月曜日から金曜日に行いますが、

　災害等の発生など緊急時は、随時情報を配信しま

　す。

◆利用手続き

　携帯電話やパソコンから、yokote@mpx.wagmap.jp

　に空メールを送って登録してください。携帯電話

　でパソコンからのメール配信を拒否している方は

　拒否設定を解除してから送信してください。

※二次元バーコード対応の  

　携帯電話では、右のＱＲ

　コードを読み取ると、登

　録先が表示されます。

◆利用に要する費用

　本サービスは無料で利用できますが、登録者の携

　帯電話の契約内容により、メールの受信に通信料

　がかかる場合があります。また、通信料は利用時

　間にかかわらず、受信したデータ量に応じて課金

　されますのであらかじめご了承ください。

◆問合せ

　市総務企画部総務課（南庁舎内）　35-2161

 

　秋田県と市町村が協力して設立した秋田県地方税

滞納整理機構の設置期間は、平成22年４月１日から

平成25年３月31日までの３年間としていましたが、

さらに地方税の未納縮減に取り組むため、今後５年

間（平成30年３月31日まで）延長されます。

　平成23年度は、19市町村から1,192件、11億2,689

万円の処理依頼があり、預金や生命保険解約金、給

料など778件を差し押さえし、１億346万円の収納に

つながりました。今後も税負担の公平性を保つため

に財産調査を実施して、不動産や預貯金などの差し

押さえを行い、厳正な滞納処分を進めていきます。

◆問合せ／市財務部納税課（横手庁舎内）  32-2518

秋田県地方税滞納整理機構が

今後も滞納整理に取り組みます

秋田県地方税滞納整理機構が

今後も滞納整理に取り組みます

【ＱＲコード】
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、
中
国
（
東

　
北
地
区
）
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
モ

　
ン
ゴ
ル
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
な
ど

◆
問
合
せ
／
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政

　
策
課

　
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
３
１
９
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　『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』に
関
す
る

　
　
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
」
「
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
」
「
ど

う
す
れ
ば
参
加
で
き
る
の
」
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時
30

　
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
問
合
せ
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
（
横
手
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー
事
務
局
）　
３
６
‐
５
３
７
７

　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
雇
用
調
整
助
成
金
の
助
成
率

　
　
な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
助
成
率
が
変
更
さ

れ
る
予
定
で
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ん

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、『
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
』は
、４
月
１
日
か
ら
『
雇
用

調
整
助
成
金
』
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

教
育
訓
練
（
事
業
所
外
訓
練
）
の
加

算
額
も
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
率
／
【
大
企
業
】
２
分
の
１

　（
現
行
３
分
の
２
）
、【
中
小
企
業
】

　
３
分
の
２
（
現
行
５
分
の
４
）

　
※
労
働
者
の
解
雇
等
を
行
わ
な
い

　
場
合
や
障
が
い
者
の
場
合
も
同
様

　
の
助
成
率
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
平
成
25
年
度

　
　
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　
受
付
期
間
が
短
い
の
で
、
申
し
込

み
す
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
58
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
方
、
◎
平
成
４
年
４
月
２
日

　
以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　
し
た
方
お
よ
び
平
成
26
年
３
月
ま

　
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　
方
、
ま
た
は
②
人
事
院
が
①
と
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
月
）〜
２

　
日(

火)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
は
４
月
11
日
（
木
）
ま
で
受
信
有
効

◆
一
次
試
験
日
時
／
６
月
９
日（
日
）

　
午
前
９
時
35
分
〜
午
後
６
時
５
分

◆
試
験
場
所
／
秋
田
大
学
教
育
文
化

　
学
部
３
号
館

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
総
務
部
総

　
務
課
人
事
係

  

　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
６
６
８
１

　
　
平
成
25
年
度

　
　
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
】大
学
院
・
大
学
卒
業

程
度

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
月
）午
前

　
９
時
〜
８
日(

月)

受
信
有
効

◆
一
次
試
験
日
／
４
月
28
日（
日
）

【
一
般
職
試
験
】大
学
卒
業
程
度

◆
受
付
期
間
／
４
月
９
日（
火
）午
前

　
９
時
〜
18
日(

木)

受
信
有
効

◆
一
次
試
験
日
／
６
月
16
日（
日
）

《
共
通
事
項
》

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な

　い
環
境
に
あ
る
場
合
／
次
の
期
間

　
内
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
◎
総
合
職
試
験
・
３
月
11
日（
月
）

　
〜
29
日
（
金
）

　
◎
一
般
職
試
験
・
３
月
21
日（
木
）

　
〜
４
月
８
日
（
月
）
※
い
ず
れ
も

　
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
ま
で

◆
問
合
せ
／
人
事
院
東
北
事
務
局
第

　
二
課
試
験
係

　
　
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.jinji.

　go.jp/saiyo/saiyo.htm

）
　

　
　
平
成
25
年
度

　
　
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　
　

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
58
年
４
月
２

　
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ
の
方
、
◎
平
成
４
年
４
月
２
日

　
以
降
生
ま
れ
で
、
①
大
学
を
卒
業

　
し
た
方
お
よ
び
平
成
26
年
３
月
ま

　
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　
方
、
ま
た
は
②
人
事
院
が
①
と
同

　
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
月
）〜
２

　
日(

火)

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

　
は
４
月
11
日
（
木
）
ま
で
受
信
有
効

◆
一
次
試
験
日
／
６
月
９
日（
日
）

◆
受
験
案
内
／
横
手
税
務
署
ま
た
は

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

◆
問
合
せ
／
仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　
課

　
　
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　
　
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　
職
員
統
一
採
用
試
験

　
受
験
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
等
に

よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
受
験
資
格
／
◎
昭
和
58
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
※
成
年
被

　
後
見
人
等
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
の

　
で
、
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
／
４
月
１
日（
月
）〜
４

　
月
15
日（
月
）

◆
一
次
試
験
日
／
５
月
19
日（
日
）

◆
申
込
み
／
東
北
地
区
国
立
大
学
法

　
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
（http://www.

　bureau.tohoku.ac.jp/

）

豪雪対策シンポジウム　　　　　　　　　　　 豪雪対策シンポジウム　　　　　　　　　　　 

お
知

ら
せ

　県は、高齢者等への除雪支援のあり方について意
見交換を行い、支援体制の強化を地域全体で確認す
るためのシンポジウムを開催します。防災科学研究
所・雪氷防災センター新庄支所長・阿部修氏の基調
講演やパネルディスカッションなどが行われます。
◆日時／３月20日（水）午後１時30分～４時30分　
◆会場／Ｙぷらざ　◆参加費／無料
◆主催／県地域活力創造課
◆申込み／秋田県南ＮＰＯセンター　　33-7002

お
知

ら
せ

～知恵を集めて雪に克つ～～知恵を集めて雪に克つ～

講
　座
講

　座

募
　集

相
　談

相
　談

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

相
　談

じ

ゅ

こ

う

せ

い

ぼ

し

ゅ

う

2

た
い
し
ょ
う

か

た

が

い

こ

く

じ

ん

き
ょ
う
し
つ

に

ほ

ん

ご

も
く
て
き

し
ゅ
う
と
く

に
ち
じ
ょ
う
か
い
わ

な
い
ざ
い
じ
ゅ
う

し

に

ほ

ん

ご

き

ょ

う

し

つ

は
ん
と
し
い
じ
ょ
う
つ
づ

が
い
こ
く
じ
ん

じ
ゅ
こ
う

が
つ

た
い
し
ょ
う

か
た

じ

ご

ぜ

ん

き

ん

よ

う

び

ま
い
し
ゅ
う

に

ち

じ

ば

し

ょ

じ
ゅ
こ
う
り
ょ
う

む
り
ょ
う

た

く

じ

べ

っ

と

き
ょ
う
ざ
い
ひ

し
ょ
う
ご

え
ん

は
ん
と
し
か
ん

も

う

し

こ

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う

し

そ

う

む

き

か

く

ぶ

し
み
ん
き
ょ
う
ど
う
す
い
し
ん
し
つ

ど
う
さ
ん
か
く

て

い

ど

に

ほ

ん

ご

つ

う

こ

ず

い

じ

も
う

平成25年度広報モニター募集平成25年度広報モニター募集

　市の広報活動に、市民のみなさんの声を取り入れる
ため、平成25年度の『広報モニター』を募集します。

◆モニターの業務／①市報や市のホームページについ
　て、年４回のアンケート調査にお答えいただきます。
　②市報や広聴活動に対する意見や感想などを調査用
　紙に記入していただきます。（年２回以上）

◆募集人数／若干名

◆募集対象／満18歳以上の横手市民（高校生を除く）

◆応募方法／氏名（ふりがな）、年齢、性別、住所、
　電話番号と応募動機（400字程度）を記入し、郵送、
　ファクスまたは市のホームページの応募フォームか
　らお申し込みください。所定事項を記載していれば
　任意の用紙でもかまいません。

◆応募先／〒013-8601横手市条里一丁目１番64号
　横手市役所市長公室広報・シティプロモーション担当
　　33-6061　　

◆応募期限／４月５日（金）必着
　※書類選考し、結果を４月下旬にお知らせします。

◆問合せ／市総務企画部市長公室
　　　　　広報・シティプロモーション担当　35-2162

ホームページ番号000002865

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

催
　し

催
　し

募
　集

お
知

ら
せ

2

2

ワ

ー

ド

　

プ

レ

ス



14市報よこて 10No.179  2013(       25　).3.15平成　   年市報よこて11 2013(       25　 ).3.15  No.179平成　   年

地域からのお知らせ

　
佐々木忠太郎『花の写真展』
●期間／３月31日（日）まで開催中、午前９時～午後５時
●入場料／無料　●場所・問合せ／南部シルバーエリア 
　26-3880

初心者対象『春の押し花・体験会』
　押し花フレームと花カードを作製します。
●開催日・場所／①３月31日(日)、女性センター②４月14
日(日)、朝倉公民館  ●時間／午後１時30分～４時  ●
参加費／500円（材料費）　●定員／各８人 ●申込期限／
３月21日(木)　 ●問合せ／柴田さん  　090-4630-3326
　
『ヤミャトクラブ』～病気に負けない心のケア～
　参加は自由です。お風呂に入り楽しく語り合いましょう。
●日時／４月２日(火)午前10時～午後３時 ●場所／南部
シルバーエリア　●参加費／600円（休憩・入浴料）※昼食
代別　●問合せ／嵐田さん  　26-2159
　　
『横手市中国語講座初級』
　中国出身の先生と楽しく中国語を学びましょう。詳し
くはお問い合せください。
●日時／４月６日（土）午後６時～８時 ●場所／Ｙ2ぷらざ
●問合せ／阿部さん  　090-8924-3824
　
南の館『月例市民将棋大会』
●日時／４月７日(日)午前10時～　●場所／十文字文化
センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼食、
賞品、参加賞付）　●問合せ／佐藤さん  　090-3365-2720
　
『歌の好きな人集まれ』～思いっきり歌声喫茶～
●日時／４月11日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●演奏曲
／贈る言葉他20曲以上　●申込み／煉瓦屋  　33-2811
　　
コロのしっぽの会主催『人と愛犬のための教室』
●日時／４月13日(土)・27日（土）、午後２時～４時※毎月
第２・４土曜日開催　●場所／旭ふれあい館　●参加費
／年間2,000円 ●内容／初めて犬を飼う方への指導、犬
のしつけ指導など　
　
第25回『横手凧揚げ大会』
　参加賞を準備しています。凧のない方には和紙の手作
り凧を500円、ビニール凧を200円で販売します。
●日時／４月14日(日)午前８時30分から受付※雨天中止
●場所／グリーンスタジアムよこて駐車場　●参加費／
無料　●問合せ／横手凧の会 木島さん   　32-0706
　
第12回市民公開講座『猫喘息を理解しよう』
●日時／４月20日(土)午後１時～３時 ●場所／Ｙ2ぷらざ 
●講師／日本獣医生命科学大学・藤田道郎教授 ●参加費
／無料  ●問合せ／村岡さん  　36-1331　

　
『楽しく学ぶ！中級英会話』
　アメリカ人講師によるフリートーキングです。
●日時／３月19日（火）・４月２日（火）・９日（火）・16日（火）、
午後７時～９時※毎月第１・２・３火曜日開催　●場所
／秋田県南部男女共同参画センター ●受講料／月4,000円
（初回無料）　●問合せ／備前さん  　36-2621
　　
コミュニティーハウス ね・ま～れ『イベント案内』
【十文字和紙作品展】●期間／３月20日（水）～27日（水）、
午前10時～午後４時 ※27日は午後３時まで（入場無料）
【十文字中学校『あかりフェスタ』】●期間／３月31日(日)
まで開催中、午前10時～午後４時（入場無料）
●問合せ／ね・ま～れ（十文字）※火曜日休館  　42-5320 
　　
横手山岳協会『第19回山の写真展』
　県内外の山岳風景や高山植物の写真約80点を展示します。
●期間／３月22日(金)～24日(日)、午前９時～午後５時
※24日は午後４時まで　●場所／Ｙ2ぷらざ　●入場料／
無料　●問合せ／横手山岳協会 山崎さん   　53-3131
　　　
横手高校写真部・美術部『卒業記念作品展』
　高校生活３年間の集大成をご覧ください。
●期間／３月23日(土)～29日(金)、午前８時～午後９時
※23日は午前11時より ●場所／イオン横手店（旧横手サ
ティ）　●問合せ／横手高校写真部・美術部  　32-3020
　　
日本将棋連盟横手支部『月例将棋大会』
●日時／３月24日(日)午前10時～ ●場所／女性センター 
●参加費／一般1,000円、学生700円（昼食、５位まで賞品、
参加賞付） ●問合せ／中田さん  　32-2479　　
　
増田地域センターミニ企画展『増田高校美術部作品展』
●期間／３月26日(火)～31日（日）、午前９時～午後５時
●場所／増田ふれあいプラザ ●入場料／無料 ●問合せ
／増田地域センター（同プラザ内） 　45-5556
　

献血日程献血日程 受付

種類

３月22日(金)
十文字

３月28日(木)
横　手

全血

月日・地域 実　施　場　所

㈲十文字光学
㈱増田鉄工場

まめでらが～ 道の駅十文字

日貿産業㈱横手工場
㈱アイ・クリエイト

秋田ふるさと村

受付時間
10：00～10：45
11：30～12：15
14：00～16：00
10：00～11：00

13：45～15：45
12：15～13：00

いどばたプラザいどばたプラザ

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　3月27日、4月3日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　3月27日、4月3日（毎週水曜）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　3月25日（月）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　3月19・26日、4月2日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　3月21・28日（毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認ください休館日

ご利用前にご確認ください診療日

横手図書館
　3月27日、4月1・3日
増田図書館
　3月18・25日、4月1日
平鹿図書館
　3月19・26日、4月1・2日
雄物川図書館
　3月27日、4月1・3日
大森図書館
　3月19・26日、4月1・2日
十文字図書館
　3月27日、4月1・3日
山内図書館
　3月16・17・20・23・24・30・31日
大雄図書館
　3月17・18・20・21・25・28日、
　4月1・4日

雄物川資料館
　3月18・21・25日、4月1日
ゆっぷる　3月は休館なし
ゆとり館　3月19・26日、4月2日
えがおの丘　3月18・25日、4月1日
大森健康温泉　3月18・25日、4月1日
ゆとりおん大雄　3月21日、4月4日
健康の駅トレーニングセンター
　東　部　3月20・27日、4月3日
　西　部　3月16～18・20・23・24・
　　　　　30・31日
　南　部　3月16・17・20・23・24・
　　　　　30・31日
子どもと老人のふれあいセンター
　3月18・25日、4月1日
南部シルバーエリア
　3月18・25日、4月1日
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各小学校卒業式　～19日、
　市報3月1日号カレンダーの卒業式日程をご覧ください
　心 十文字町幸福会館

木戸五郎兵衛神社初午祭り　7：00頃～（町内練り歩き）、
　木戸五郎兵衛神社（雄物川町沼館）　
よこいち。『発酵＆地酒フェス』　10：00～16：00、よこてイースト
金沢中学校閉校式典　13：30～、同校体育館
じゅうもんじ音楽祭　14：00～、十文字文化センター
　急 平鹿総合病院（福嶋医師、妹尾医師※１）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

豪雪対策シンポジウム　13：30～、詳しくは9ページ
　急 市立横手病院（齊藤医師）　32-5001
　心 横手地域局

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）

魂の道程 -土田世紀回顧展- 

　急 市立横手病院（曽根医師）　32-5001
　急 山﨑医院（平鹿）　24-1009
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124

　心 増田地区多目的研修センター

わいわい映画祭　14：30～、Ｙ2ぷらざ、詳しくは8ページ
　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 大森コミュニティセンター

第２回『議会報告会』　～31日、詳しくは4ページ
土曜日『臨時窓口』開設　横手庁舎１階（市民課・国保年金課）
　急 市立大森病院　26-2141
　急 山﨑医院分院（平鹿）　24-1181
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　法 相談予約受付開始4月17日分　市くらしの相談課　35-4099
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
健康相談　10：00～11：00、大森健康温泉
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館
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　　 土曜日『臨時窓口』をご利用ください！
　住民異動届けなどに関連する受付窓口を開設します。
◆日時／３月23日・30日・４月６日(土）、8：30～17：15
◆場所／横手庁舎１階、市民課・国保年金課　
　詳しくは、5ページか3月1日号9ページをご覧ください。
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【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター

【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 ※１…３月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30
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３月17日（日）劇場版ポケットモンスター ベスト ウィッシュ

　　　　　　 「ビクティニと白き英雄レシラム」　   【98分】

３月24日（日）劇場版ポケットモンスター ベスト ウィッシュ

　　　　　　 「ビクティニと黒き英雄ゼクロム」　 　【97分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）

◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　昨年４月に急逝した

大森町出身の漫画家・

土田世紀氏の回顧展を

開催します。原画や関

連図書など約400点を

展示し、名作を輩出し

た土田氏の漫画家人生

を振り返ります。

　会期中には、最後の

長期連載となった作品

『夜回り先生』の原作

者・水谷修氏による講

演会や、親交のあった

漫画家の皆さんが来館し、追悼イベントを開催

します。ぜひご来場ください。

◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）

　※期間中の休館日は３月25日、４月１・８・15・

　　22・30日、５月７・13・20日

◆入場料／大学生・一般500円、中学・高校生

　　　　　300円、小学生200円、幼児無料

◆場所・問合せ／増田まんが美術館 　45-5556
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『魂の道程 -土田世紀回顧展-』
増田まんが美術館 春の特別企画展

■３月23日（土）～５月26日（日）

平成25年度
　　  小・中学校入学式日程

水　20
春分の日

総数　 98,613人（ -84） ／ 34,475世帯（±0）
　男　 46,769人（ -39）
　女　 51,844人（ -45）

【小学校】
４月６日（土） 10：00～／朝倉、南（雄物川） 
４月８日（月） 
　10：00～／金沢、浅舞、吉田、醍醐、
　　　　　 雄物川北、福地、植田、睦合
　13：30～／旭、栄
  13：40～／黒川
  14：00～／境町　
４月９日（火）
　10：00～／増田、大森、十文字第二、山内、
　 　　　　田根森、阿気
  13：30～／横手南、十文字第一

【中学校】
４月６日（土） 13：30～／平鹿
 　　　　　  14：00～／横手南、横手明峰
４月８日（月） 13：30～／十文字、山内、
　　　　　　　　　　　横手清陵学院
  　　　　　 14：00～／増田
４月９日（火） 13：30～／横手北
◆問合せ／各小中学校
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